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フジツボの幼生を着生場所に導くフェロモン
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A1 サイズ（841×594, 拡大縮小なし）にて出力して裏打ちしたのち、
四隅のトリムマークで裁断して A2パネル（594×420）としてください。

フジツボの幼生は、まず広い範囲において働くフェロモンであ
るWSPの情報から大雑把に着生場所候補を選定し、その後狭い
範囲で働くフェロモンであるSIPCを頼りに同種個体がいる場所
を詳細に探索していると考えられます（図）。

フジツボは海の付着生物で、1 mmにも満たない小さな
幼生が海の中でプランクトンとして過ごした後、岩など
にくっ付いて付着生活を始めます。このくっ付くプロセ
スを着生と言います。
幼生は複数のフェロモンを頼りに同種個体が付着して
いる場所を探索して着生することで、成体になった際に
同種個体と交尾をすることが可能になります。フェロモ
ンには複数の物質が知られており、広い範囲に拡がって
働くもの（WSP）と成体個体の近くでしか働かないもの
（SIPC）が知られています。SIPCは種特異的に作用する
ことが知られていましたが、WSPが種特異的に作用する
かどうかは不明でした。そこで私たちは綿密な飼育実験
を通して、WSP種特異的に作用するかどうかを検討しま
した。その結果、幼生は異なる種のフェロモンに対して
も同種のフェロモンに対するのと同じように反応するこ
とを明らかにしました。
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